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事案の概要
1 通報者は,- ンガ リー国籍の女性｡1998
年から通報提出時まで5年以上にわた り,元内
縁の夫 LFか ら継続的かつ深刻な ドメスティッ
ク ･バイオレンスを受けている｡LFは,1999
年 3月以降,通報者 とは別居 しているが,別居
後 もアパー トを訪れては暴力を振 るっている｡








止 を求めて民事訴訟 を提起 したが,2003年 9
月,第 1審の地区裁判所を経て,ブダペス ト地
方裁判所は,最終決定 として,暴力の立証が不
十分であ り,LFの財産権は制限 されるべ きで











さ らに,LFに対 して は,1999年 お よび
2001年の通報者への暴力について,2件の刑事
訴訟 が起 こされてい たが,本通報提 出後 の







置の不在,2003年 9月の裁判所決定 に より,















3)通報者 と子 どもたちが受けた苦痛お よび
条約の内容および精神への違反に対 して,
損害賠償 を含む正義を要求する｡




































たことは選択議定書第 4条 1項にい う国内
救済手続の不当な遅延に該当する｡
4)LFによる暴力は当事国に対する選択議




































































解 と勧告をノ､ンガリー語に翻訳 して公表 し,配
布すること｡
(担当 :近江美保)
